
ＬＡ ＣＬＵＴＣＨキット
取付説明書

取付けは必ず専門業者に依頼してください。
本書はご使用前に必ずお読みください。

本書は、お読みになった後も本製品の側に置いて活用してください。

本製品は、下記に示す車両のみ取付け可能です。
万が一お車と本製品の型式等が異なる場合には、速やかにお買い上げの販売店にご連絡ください。

商 品 名 ＬＡ ＣＬＵＴＣＨ キット

用 途 自動車専用部品

コ ー ド № 26010-AH001

取付説明書品番 E04311-H30010-00

整備要領書品番

メーカー車種 ホンダ ＣＲ－Ｚ （ZF1）

エンジン型式 LEA-MF6

年 式 ZF1 10/2～（6M/T搭載車）

備 考

※適合車両の年式は、2011年03月現在のものです。
2011年03月以降に登録された車両への適合についてはＨＫＳ各営業所・お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

改訂の記録
改訂№ 日 付 記 載 変 更 内 容

3-3.01 2011/03 初版

2011年03月14日発行 (禁無断複写、転載) ㈱エッチ・ケー・エス
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はじめに

この度は、ＨＫＳ製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
本書をよく読み、理解したうえで取付けを依頼してください。
取付けは必ず専門業者に依頼し、取付け終了後は本書に記載されている内容を守り
安全にご使用ください。

、 。本書は取付けを行なう前に必ず読み よく理解したうえで作業を行なってください

●本書は本製品を安全に取付けていただき、あなたや他の人々への危険や損害を防止するために守って
いただきたい注意事項を記載しています。

●お客様又は第三者が、本製品及び付属品を誤使用したことにより受けた損害については、当社は一切
の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

、 、 。●本製品は ノーマル車両及び ＨＫＳ製品を装着している車両への取付けを基準に製作されています
上記以外に取付けた場合は、本製品の機能・性能及び安全性について保証いたしかねます。

●本製品は付属品も含め、改良のため予告なく変更する事があります。
●本書は、予告なく改版することがありますので本製品と本書の整合をご確認ください。

、 。●消耗部品や紛失部品及び本書のご注文は 専門業者又はお買い上げの販売店にお問い合わせください
部品を発注する際は、商品名・コード№・エンジン型式を注文先にお伝えください。

●取付け終了後、本書の”アフターサービスについて”に記載されている取付け業者名記入欄に必要事
項を必ず記入してください。

使用条件

●本製品の取扱いは、慎重に行なってください。落としたり、強いショックを与えないでください。
取付け不良や、故障の原因になります。

用語の説明
専門業者 ：お買い上げ販売店及び取付けを依頼する整備工場・ショップ
コード№ ：ＨＫＳ製品及び部品を注文する際に使用する番号
ユーザーマニュアル ：お車の購入時についてくる車両の取扱説明書
点検・整備 ：本製品と自動車全体を安全に運転する為に機能･性能を確認し不具

合部位を修理・調整すること。
日常点検 ：自動車を運行する人が、一日一回運行前に行なう点検です。日常点

検及び点検項目は、ユーザーマニュアルに従って作業を行なってく
ださい。

ノーマル車両 ：車両購入時の状態
アフターパーツを取付けていない車両
事故を起こしたことのない車両

メーカー ：車両の製造メーカー
誤使用 ：加工及び分解・改造・用途外使用を含む誤使用
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安全上の注意
本書では、下記のような記号を使用してお客様への危険レベルを示しています。

作業者又は使用者が、死亡又は重傷を負う恐れがある場合

作業者又は使用者が傷害を負う恐れがある場合（人損）
拡大物損の発生が想定される場合（拡大物損とは、当該製造物が原因で
誘発された物的損害（例えば車両の損傷及び焼損）

。本製品を正しくお取扱いいただくために下記の注意事項を必ず厳守してください

●爆発及び火災防止のために、次のことを守ってください。
・換気のよい場所で作業してください。
・可燃物を取扱う際は、火気に充分注意してください。

この機種特有の注意として、ＩＭＡシステム（高電圧回路）が使用されています。●
・ＩＭＡシステムは取扱いを誤ると、感電、漏電などの原因につながるので、メーカー発行
の整備解説書内「作業上の注意、ＩＭＡシステム」を確認し、正しい取付けを行ってくだ
さい。

●電気ショートによる電装部品の破損及び焼損・火災を防止するために、次のことを守ってく
ださい。
・バッテリのマイナス端子からケーブルターミナルを取外してから作業を行なってください。
・コネクタを取外す時は、断線しないようにコネクタを持って取外してください。

●車両をリフトアップする場合にはリフトのアームを必ず所定の位置に当ててください。
・所定外の位置でのリフトアップはバランスが悪いばかりでなく、車両を傷つける恐れがあ
ります。

・リフトのアームを確実にかけないと車両が落ちてケガをしたり最悪の場合死亡する恐れが
あります。

●リフトアップが終了したら、必ず落下防止のためのロックを行なってください。
・リフトのアームを確実にかけないと車両が落ちてケガをしたり最悪の場合死亡する恐れが
あります。

●トランスミッションの脱着作業は、必ずミッションジャッキを用いて２人以上で行なってく
ださい また ミッションジャッキの設置の妨げになる凹凸がない平らな床面で作業を行なっ。 、
てください。
・不安定な状態でのミッションジャッキの使用や、1人での無理な作業はトランスミッショ
ンが落ちてケガをしたり最悪の場合死亡する恐れがあります。

警告

注意

警告
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パーツリスト
No 品 名 数量 形 状 備 考

1 クラッチカバーAssy １

2 クラッチディスクAssy １

3 フライホイ－ル １

4 クラッチカバーボルト（６本入り） １

5 パイロットブッシュ １

6 取扱説明書 １

※パーツリスト内の部品の中には、補修パーツとして設定してある部品もありますので、別途ご購
入の際は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
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取付け方法
1.取付けを行なう前に
●トランスミッションの脱着、および純正のクラッチ、フライホイールの車両からの取外し作業は、
自動車メーカー発行の整備解説書を参照しながら行なってください。

●トランスミッションの脱着作業に際しては、必ずミッションジャッキを使用し、2人以上で作業を
行なうようにしてください。

作業に必要な工具類
■車両整備に必要な工具一式

■専用工具
絶縁工具ミニセット ： ホンダ純正品番 KLIN-27-ENA 又は相当品
エンジン サポート ハンガ ： ホンダ純正品番 AAR-T1256-J00 又は相当品
サブ ハンガ ステイ ： ホンダ純正品番 07MAK-PY30100 又は相当品
リング ギヤ ホルダ ： ホンダ純正品番 07LAB-PV00100 又は相当品
クラッチ アライメント ツール セット ： ホンダ純正品番 07PAF-0020000 又は相当品

■油脂類
モリブデン ウレア系グリース UM264 又は相当品

２．ノーマルパーツの取外し
（1）メーカー発行の整備解説書に基づきトランスミッション、クラッチを取外してくだ

さい。

●この機種特有の注意として、ＩＭＡシステム（高電圧回路）が使用されています。
メーカー発行の整備解説書内「作業上の注意、ＩＭＡシステム」や「トランスミッション/ドラ
イブライン」を確認し、正しい作業を行ってください。
ＩＭＡシステムは取り扱いを誤ると、感電、漏電などの原因につながる恐れがあります。

アドバイス
●取外したフライホイールボルト、レリーズベアリングは再使用可能ですが、新品に交換することを
お勧めします。

●トランスミッション脱着の際、分解時交換部品がありますので、メーカー発行の整備解説書を確認し
てください。

警告
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３．キットの取付け
消耗した部品はホンダ純正整備解説書に従い交換してください。

(1)フライホイールにパイロットブッシュをプレスを用
いて、フライホイールボルト取付け面と同じ高さに

。 （ ）なるまで圧入してください (図3-1) P3×1,P5×1
アドバイス

●23㎜程度のソケットコマ等を使用し、ベアリングの
外周部を押してください。

●圧入時、ベアリングが斜めにならない様にしてくだ
さい。

(2)トランスミッションのメインドライブシャフトのス
プライン部にモリブデン ウレア系グリース UM264
を適量塗布した後、キット内のディスクAssyをスプ
ライン部分にはめ込んで前後にスライドさせ、均等
に伸ばしてください。
(図3-2)

アドバイス
●グリスを塗布する前にトランスミッションのメイン
ドライブシャフトのスプライン部分をあらかじめワ
イヤーブラシ等を用いて清掃してください。

●メインドライブ シャフトのスプライン部分に、ねじ
れ、その他の損傷はないかチェックしてください。

●グリスを均等にのばした後、ディスクおよびメイン
ドライブ シャフトのスプライン部分からはみ出した
グリスをウエス等で拭き取ってください。

●レリーズフォークの取付けはメーカー発行の整備解
説書を参照してください。

(3)純正フライホイールボルト(６本)を用いてフライホ
イールを純正ボルトを使って取付け、対角線上（図
中の番号順）に規定トルクで締付けてください。
(図3-3)(P3×1)

締付けトルク N･m(kgf･m)
T=44（4.5）

アドバイス
●フライホイ－ルの締付け時にはフライホイ－ルボル
トの座面にエンジンオイルを塗布してください。

(4)フライホイールフェイス面およびクラッチカバーAs
syのプレートの摩擦面を脱脂してください。

(5)バランス取りペイントを同一方向に合わせて クラッ、
チディスクAssy,クラッチカバーAssyをクラッチカ
バーボルトを使用して、取付けてください。クラッ
チディスクAssyは、Ｔ／Ｍ ＳＩＤＥ の刻印がある
方をトランスミッション側に向くように取付けてく
ださい。
(図3-4)(P1×1,P2×1,P4×1)

アドバイス
●バランス取りペイントは、クラッチカバーAssy,フラ
イホイールに付いています。

グリス塗布
図3-2

ボルト(６本) フライホイール

クラッチカバーAssy

クラッチディスクAssy図3-4

図 3- 1

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾌﾞｯｼｭ

フライホイールボルト取付面

①

⑥
③

④

⑤
②

図3-3
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(6)専用工具(クラッチ アライメント ツール セット）
を使用し、クラッチディスクAssyのセンター出しを
行なってください。クラッチカバ－ボルトを図中の
番号順(対角線上)に均等に締込んだ後に、規定トル
クで締付けてください。(図3-5)

締付けトルク N･m(kgf･m)
T=27～33
（2.8～3.3）

アドバイス
●ボルトは一度に締付けず数回に分けて少しずつ締付
けてください。

●ボルトを締込む際には時々クラッチアライニング
バ－を前後させ、芯が出ていることを確認しながら
行なってください。

４．ノーマルパーツの取付け
(1)メーカー発行の整備書に基づきトランスミッションを取付けてください。

５．クラッチディスクAssy・クラッチカバーAssy類の点検
クラッチのオーバーホールを行なう際は主に下記の点に注意し、作業を行なってください。

●クラッチディスクAssy
クラッチディスクフェーシング面から、溝底までの
高さを計測してください。(図5-1)

限度値・・・0.3㎜

＊ディスク摩耗が限度値内であっても、カバーAssy、
フライホイールの歪み等により、すべりが発生する
場合があります。この場合は、クラッチキットAssy
を交換してください。

●クラッチカバーAssy
著しい変色、段付き、キズ、片摩耗が見られた場合
はクラッチカバーAssyを交換してください。

●フライホイール
著しい変色、段付き、キズ、片摩耗が見られた場合
は、クラッチキットAssyを交換して下さい。

アドバイス
●クラッチのすべりが発生した場合は、クラッチディス
クAssy、クラッチカバーAssyを同時に交換してください。

●クラッチディスクAssyが摩耗限界に達した時は、クラッチディスクAssy、クラッチカバーAssyを同時
に交換してください。

●クラッチディスクAssy交換によるオーバーホール可能回数は１回までを目安にしてください。２回目
は、クラッチキットAssyでの交換をお薦めします。

注意
●クラッチに異常(滑る、異音等)を感じた場合は必ず点検を行なってください。
クラッチディスク等の交換推奨時期を超えて使用すると最悪の場合、クラッチディスクAssy
の破損等につながる恐れがあります。

①

⑥ ③

④ ⑤

図3-5 ②

0.3㎜

図5-1
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取付け後の確認

注意
●事故防止のために、車両の前後周辺に人がいない事を十分に確認してください。
また、公道として扱われている場所では絶対に運転しないでください。

エンジン始動前の確認

確 認 項 目 確認

。エンジンルーム内のバッテリのマイナス端子にターミナルが確実に接続されているか

トランスミッションがニュートラルになっているか。

クラッチの油圧配管からフルードが漏れていないか。

エンジン始動後の確認

確 認 項 目 確認

各部から異音が出ていないか。

クラッチペダルを踏み込み、クラッチによる動力の伝達が完全に切れているか。

、 。車両をリフトから降ろして 安全な場所で再度クラッチが確実に切れているかどうか

維持・管理
快適に運転していただくために、お車を運転する前には必ず日常点検を行なってください。
●日常点検はドライバの責任です。必ず実施してください。
●ユ－ザ－マニュアルに記載されている事項以外は専門業者に依頼してください。

注意
●安全な整備はドライバの責任です。点検は自動車の安全性を図る上で必要不可欠です。
運行前の点検は必ず実施してください。

●点検、整備はサービスマニュアルに作業手順、内容が明記してありますので、それに従って作業
を行なってください。
上記点検（サービスマニュアルに記載されている事項）以外は業者に依頼してください。

アドバイス
●取付け後には300kmを目安にならし運転を行い、クラッチに当たりをつけてください。
ならしが不十分なまま高負荷をかけると、すべりが発生することがあります。

●ＨＫＳクラッチキットAssyの中には消耗部品が含まれていますので、必要に応じて各部の不具合部品
を交換してください。
交換を怠るとクラッチの滑りや切れ不良により走行不能になる等、ＨＫＳクラッチキットAssyや車
両本体の性能が発揮できなくなる場合があります。

●走行状況よって消耗品の交換時期が異なりますが、次のような症状が現れ始めた場合には消耗品の破
損が考えられますので、お近くの専門店もしくはＨＫＳお客様相談室にお問い合わせください。
・シフト操作時、ギア鳴りを伴ってギアが入りにくい、あるいはギアが入らない。
（クラッチの切れ不良）

・車両を加速させようとした場合、エンジンの回転数だけが上昇し、車両が加速しない。
（クラッチの滑り）

・クラッチ又はその周辺から異臭が発生する。
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異常・故障時の対応
故障時の修理は、お客様自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼してください。
走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合には、ユ－ザマニュアルに従って対処してください。

●クラッチの滑りや切れ不良が生じている場合には車を運転しないでください。
業者に、不具合がどのように生じているか状況を告げ、修理を依頼してください。
必ず業者の指示に従ってください。
依頼工場まで自走することはしないでください。
最悪の場合、走行不能になり事故を招く恐れがあります。

注意
●故障等の修理はお客様ご自身では絶対に対処せずに、必ず専門業者に依頼してください。
●走行中、異音、異臭、振動等の異変があった場合にはメーカー発行の整備解説書にしたがって
対処してください。

故障と間違われるケース
●ＨＫＳクラッチキットAssyは半クラッチを多用しクラッチが高温になると構成部品が熱膨張を起こ
します。このとき、クラッチ内部のクリアランスが減少するためにクラッチの切れが一時的に悪く
なる場合があります。
しばらく車両走行を中止し、クラッチが冷えるのを待ってから走行してください。

●クラッチは十分に当たりをつけてください。当たりがつくまではジャダーが出やすい状態になりま
す。

、 、●強化クラッチは伝達トルクを上げる事を目的としていますので 通常の市街地走行等での使用では
ノーマルより耐久性は低下する事もあります。

アフターサービスについて
本製品に関するお問い合わせは、専門業者又はお買い上げの販売店にご相談ください。

取付け業者名

電 話 番 号

担 当 者 名

お 客 様 氏 名

譲渡等の際の注意
本製品をゆずられるときは、必ず次のオーナーのために取扱説明書を一緒にお渡しください。
本製品を車両より取外す際には、必ず専門業者に依頼してください。

警告
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お問い合わせ一覧
株式会社 エッチ・ケー・エス

〒418-0192
静岡県 富士宮市 北山 ７１８１
http://www.hks-power.co.jp/

所在地、電話番号は、予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

（禁無断複写、転載） （株）エッチ・ケー・エス


